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データ準備
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データ準備とは
データ準備とは, データの集計・可視化・分析の直前に、必要に応じてデータを
変換することです。

• 分析用に取得したデータが、必ずしもそのまま分析に必要な形になっているわけではない。

• その時の分析要件に合わせてデータを変換したい（データのラストワンマイル）

• 異なるソースからなる複数のデータを統合して分析したい。
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データ準備におけるQlik Senseの特徴
Qlik Senseは(一般的なBIと異なり)データ準備機能を備えているため、DWH/ETL
に依存することなくデータ準備から可視化・分析までをワンツールで一気通貫に
行えます。

一般的なBIツール Qlik Sense
• データウェアハウスやデータレイクに分析できる状

態にまで整備されたデータが格納されていることが
前提

• 基幹システムからETL(Extract/Transform/Load)
ツールでデータを抽出・変換

• 必要なサブセットのデータを取り出して集計を実施
• 新たなデータソースを追加した場合、これらすべて

のシステムで変更が必要

• データ準備機能を備えているため様々なシステムか
ら直接データを抽出できる

• データ準備～ビジュアライゼーションまでを一気通
貫で実施可能

• ワンツールで簡単な操作でのデータ準備と、複雑な
データ変換の両方に対応できる

• プロジェクト初期段階から実機上で検証可能

社内展開可視化
データ
マート
開発

統合デー
タモデル

開発

変換処理
開発

計画
要件定義

ELT DWH Lake
可視化
ツール

Qlik Sense

データ準備
データ

モデリング
インメモリ
エンジン

ビジュアライ
ゼーション
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Qlik Senseのデータ準備機能
Qlik Senseには、ビジネスユーザー向けのセルフサービスデータ準備機能「データマネー
ジャー」と、より複雑なデータ変換を行う「データロードエディタ」の2種類のデータ準備機能が
用意されています。

本トレーニングでは複雑なデータ変換に対応するためのスキルを会得するため、データロードエ
ディタの使い方を学習します。

ビジネス・アナリスト向け

データマネージャー
データ・アーキテクト向け

データロードエディタ

両方に対応

Qlik Sense

Qlik Senseのデータ準備機能

本トレーニング
の学習範囲



環境準備
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前提

• 本セッションでは、Cloud の Qlik Sense を利用します。

• 接続先のデータソースの設定の説明は致しません。ヘルプや過去のセミナーを参照してください。

• アプリケーションは、個人スペースに作成します。データファイルも個人スペースに格納されて

いるものとします。

• アプリとデータは、事前に配布されたコンテンツを利用します。

アプリ：Qlik  Sense Basic Training  Day 3.qvf

データ： SampleData.xlsx
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アプリのアップロード
個人用スペースに、Qlik Sense Basic Training Day 3.qvfをアップロードします。

Qlik Sense Basic 
Training Day 3.qvf
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サンプルデータの準備
事前に配布済みのサンプルデータ(SampleData.xlsx)をDatafilesに取り込みます。

事前に配布されたデータファイル

データファイルを Datafilesに取り込みます

SampleData.xlsx



スクリプトの編集とモデルの確認

データロードエディタ

データモデルビューア
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データロードエディタの構成

テキストエディタ
セクション

プレビュー画面

データソース画面
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主な機能

機能 概要

セクション スクリプトをセクションに分けて、読みやすく、管理しやすくします。セクションは上
から下に実行されます。

履歴 以前のバージョンのロード スクリプトを表示および管理できます。

データソース よく使用するデータ ソース (データベースまたはリモート ファイル) へのショートカッ
トを保存できます。ここからロードするデータを選択できます。 データ接続は、アクセ
ス権のあるスペース別にソートされます。

テキストエディタ スクリプト コードを記述、編集することができます。スクリプトの各行には番号が振ら
れ、スクリプトは構文のコンポーネント別に色分けされます。

プレビュー [データのプレビュー] または [データのロード] のいずれかを使用してスクリプトを実行
すると、 [プレビュー] でロードされたテーブルのプレビューを表示できます。
テーブルビュー、リストビュー、タイルビューを表示できます。

デバッグ ブレイクポイントを使用してスクリプトを実行できます。変数の値や出力を調べること
ができます。

データをロード スクリプトを実行して、データをロードします。データロードの実行経過が、ウィンド
ウに表示されます。ロードが完了したら、編集を続けるボタンを押してください。



データをプレビュー

リストビュー

タイルビュー

テーブルビュー
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履歴管理
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ツールバー

検索と置換

コメント設定/解除

インデントを設定

インデントを解除

ヘルプモード

ヘルプモードでは、予約語のリンクをクリッ
クするとヘルプが表示されます。

オートコンプリートのオン/オフ
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データモデルビューア
アプリに追加したデータの構造やメタデータを表示します。

モデルの表示

メタデータの表示

サンプルデータの表示



スクリプトの作成とデータフロー
の作成画面

スクリプト

データフロー
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作成 – スクリプトとデータフロー
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スクリプト
データをロード、変換、エクスポートするスクリプトを構築します。データの分析や視覚化には
使用できません。

スクリプトを使用すると、分析アプリを必要とせずにデータをロードして変換できます。 変換を
再利用して、複数のアプリにデータを提供できます。
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データフロー
データセットを視覚的に組み合わせて、直感的なドラッグ アンド ドロップ インターフェイスを
提供します。

ビジュアルエディタ

プロセッサー

データプレビュー

豊富なプロセッサ パ
レットを使用すると、
文字列、数値、日付、
クレンジング関数など
のデータ操作操作や、
データの結合、集計、
フィルタリングなどの
再構築機能など、デー
タのクレンジングと整
形を行うことができま
す。



データソースへの接続と
データの取り込み
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データ接続の作成
Qlik Senseにはデータ接続のための様々なコネクターが標準装備されています。

データを選択 接続を編集

本セッションでは、RDBMS、ファイル、
Webアプリケーションといった各データ
ソースへの接続方法について解説します。
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ファイルの取り込み
Qlik Sense では、さまざまなファイル形式からデータを読み込むことができます。
ここでは、Excelファイルの取り込み方法を解説します。

1

2

読み込むファイルを選択します。

3

読み込むテー
ブルを指定し、
内容を確認し
ます。

4

「スクリプトを挿入」で、
テキストエディタにロード
スクリプトが挿入されます。

データプレビュー
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RDBMSからのデータの取り込み
SQL Server や MySQL等のDBやODBC経由で様々なデータソースからデータを取り込むことがで
きます。ここでは、MySQLからのデータの取り込み方法を解説します。

1

2

3

読み込むテーブルを選択します。

「スクリプトを挿入」で、
テキストエディタにロード
スクリプトが挿入されます。

読み込むデータベースを選択します。
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アプリケーションからのデータの取り込み
Webアプリケーションから直接データを取り込むことができます。

ここでは、Slackからのデータの取り込み方法を解説します。

1

2
読み込むデータを選択します。

3

「スクリプトを挿入」で、
テキストエディタにロード
スクリプトが挿入されます。



ロードスクリプトの基本

29



ロードスクリプトによる高度なデータ変換
Qlik Senseでは複雑な変換処理などを実装できる強力なロードスクリプトが提供
されています。

• さまざまなファイル形式のロード

• 特定の項目の選択、項目名の変更および項目の計算

• 特定のレコードの選択

• ファイル上にないデータ、自動生成されたデータのロード

• 先行してロードされているテーブルからのデータのロード

• 後続のステートメントからのデータのロード

• データのグループ化

• テーブルの結合や関連付け

• 制御ステートメントや各種関数の利用

etc.

ロードスクリプトのサンプル

ロードスクリプトでできること
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Load
LOAD ステートメントは、ファイル、スクリプトで定義されたデータ、事前にロードされたテー
ブル、Web ページ、後続の SELECT ステートメントの結果、または自動生成されたデータから項
目をロードします。

• 解説

o Load文に オプションを追記することで様々な
形式のロードを実行することができます。

o 主なオプション

• inline  スクリプト内でデータを入力

• autogenerate データを自動生成

• where レコード選択の条件設定

• group by データを集計

• order by    レコードのソート etc.

• 使い方

o 基本的な使い方は、Load <field> From <file>;

o 例では、データ接続先 DataFiles配下の「実績
データ.csv」ファイルのすべての項目(*)をロー
ドしています。 

ロードスクリプト記述

実行結果

その他の例
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スクリプトの挿入方法

読み込むファイルを選択します。

スクリプトが生成されます。

読み込むデータを選択します。

スクリプトがエディタに挿入されます。



スクリプトの評価順
ある変換処理の結果として出力されたデータを入力データとして、別のデータ変換をつづける一
覧の変換処理を行うことができます。

先行する Load」と「Resident Load」の２つがあります。

Load 変換処理1;

Load 変換処理2;

Load 変換処理3;

データソース

Load 変換処理1;

データソース

Load 変換処理2 Resident;

Load 変換処理3 Resident;

① 先行する Load ② Resident Load

33



先行ロード
ある変換処理の結果として出力されたデータを次の変換処理に渡して、順に実施することができ
ます。

• 解説

o Load文の出力を次のLoad文に渡して、複数の変換
処理を順に実施します。

o 最下部のLoad文の出力が上のLoad文に順に渡され
ます。

o 一般的に、先行ロードの方が後述のResident Load
よりも高速に処理を実行します。

• 使い方

o Load文を多段階に記載します。

o 例では、最下部のLoad文で「Date(Date#(発売日, 
‘YYYYMMDD’))」により整形した「発売日」を保
存します。

o 次のLoad文で「発売日」と現在日付を比較し、
「経過日」や「保守状況」を保存します。

o これにより、「Date(Date#(発売日, 
‘YYYYMMDD’))」を複数回記述することなく、
「発売日」という項目として2つ目(上段)のLoad文
でシンプルかつ効率よく記述ができています。

ロードスクリプト記述

実行結果
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Lib Connect To
データソース（DB, ファイル等）を参照する際、データ接続を使用します。

▪ DataFiles接続からファイルをロードする
(例) 個人スペースからorders.csvをロードする場合
Load * FROM ‘lib://DataFiles/orders.csv’;

▪ 特定のスペースにあるDataFiles接続からファイルをロードする
(例) Basic Trainingスペースからorders.csvをロードする場合
Load * FROM ‘lib://Basic Training:DataFiles/orders.csv’;

▪ 特定のスペースにあるデータベースからテーブルをロードする
(例) Basic TrainingスペースにあるMySQL接続からSampleDBデータベースのSalesDataをロードする場合
LIB CONNECT TO ‘Basic Training:MySQL’;
Load * ; SQL SELECT * FROM ‘SampleDB.SalesData’;
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Rem
スクリプト内にコメントを挿入します。

• 解説

o スクリプト内に備考やコメントを挿入するた
め、またスクリプトを削除することなく一時
的に無効にするために使用します。

ロードスクリプト記述

• 使い方

o Rem string;

o Remと次のセミコロン「;」の間に含まれるす
べてがコメントと見なされます。
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SET / LET
スクリプト変数を定義し、文字列やパスや数値などの代入に使用することができます。

• 解説

o SETステートメントはスクリプト変数を定義す
る際に使用します。

o LETステートメントは、SETと同様にスクリプ
ト変数を定義しますが、変数に代入する前に
「=」の右側の数式が評価されます。

ロードスクリプト記述

• 使い方

o SET variablename = string;

o LET variablename = expression;
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ロードスクリプトによる
高度なデータ変換



Apply Map
スクリプトの実行中に項目値または項目名を置き換える際にマッピングテーブル
を使用できます。

• 解説

o 「キー」と「値」の２列を含んだMapping
テーブルを事前に作成し、「キー」を持つ他
のテーブルデータを取り込む際に、この
Mappingテーブルを参照して「値」を取得で
きます。

o 一般的に、この処理はルックアップや名寄せ
で同一種類と識別された情報へのマッチング
などを行うために利用します。

• 使い方

o Load文の先頭にMappingを付加することで
Mappingテーブルを作成できます。

o 例では、「国ID」と「国名」をキーと値とし
たMappingテーブルを作成し、「顧客マス
タ」テーブルのロード時に、「国名」を取得
しています。

o マッチするキーがなかった場合、「Null」を返
すように指定しています。

ロードスクリプト記述

実行結果
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AutoGenerate
AutoGenerateを利用すると、生成するデータ件数を指定することができます。

• 解説

o Autogenerateで指定した行数分の
データが生成されます。

o どのようなデータを入力するのか、
項目定義を行うことも可能です。

• 使い方

o Load文でAutoGenerate(size)を指定します。
sizeは、生成するレコード数を示す整数

o 例では、RowNo関数によって作成される連番
と、日付と時間をランダムな値で生成してい
ます。

ロードスクリプト記述

実行結果
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AutoNumber
スクリプト実行中に発生するexpressionの評価値について、一意の整数値を設定することができ
ます。

• 解説

o ある項目の値を元にして、一意の連番を作成
します。

o 複合キーや桁数の多いコード等を一意のコー
ドに置き換えてデータサイズを小さくするこ
とができます。

o AutoNumberキーは、テーブルが読み込まれた
順番で生成されるため、同じデータロードで
生成された場合のみ結合できます。

• 使い方

o AutoNumber()関数に、値を置き換える必要が
ある項目のリストを渡します。

o 例では、「Region」と「Year」と「Month」
の複合キーに一意の整数値を設定しています。

実行結果
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Concat
文字列値を組み合わせるために使用します。

42

• 解説

o 文字列を組み合わせるために使用します。

• 使い方

o Concat(“処理される文字列”, delimiter, 
weight)

o 各値は、delimiter（この例では、’-’）によっ
て結合されます。

o 連結の順序は、weightの値によって決定され
ます。この例では、weightが省略されている
ため、アルファベット順にソートされていま
す。

ロードスクリプト記述

実行結果



Concatenate Load
Qlik Senseでは、２つのテーブルが同じ構造を持たない場合でも、Load文の先頭にConcatenate
を追加することで、２つのテーブルを強制的に結合することができます。

• 解説

o 連結される 2 つのテーブルに異なる項目セッ
トが存在する場合、Concatenate プレフィッ
クスを使用すると 2 つのテーブルを強制的に
連結できます。 このステートメントは、指定
の既存テーブルまたは最後に作成された論理
テーブルとの連結を強制します。

o 片方のテーブルにしか存在しない項目につい
て、もう片方のテーブルではその値はNULLと
なります。

• 使い方

o 強制的に結合するテーブルのLoadの前に、
Concatenateを指定します。

o 例では、「売上データ_2020年3月.xlsx」と
「売上データ_2020年4月.xlsx」が同じ構造で
ありそのテーブルに、異なる構造の「売上
データ_2020年5月.xlsx」のデータを強制的に
結合しています。

ロードスクリプト記述

実行結果
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CrossTableプレフィクス
Crosstableを利用して、クロス テーブルをストレート テーブルに変換します。

44

• 解説

o クロステーブルは、ピボットテーブルや多次
元テーブルのように列と行で構成された双方
向のテーブルです。

o 多くの列のある横長のテーブルは、列の見出
しが単一の属性列を持つ縦長のテーブル(スト
レートテーブル)に変換されます。

• 使い方

o LOAD または SELECT文の先頭に crosstable 
プレフィックスを追加します。

o crosstable (<属性値項目>, <データ値項目>, 
<修飾子項目の数 (デフォルト1)>

o 例では、行見出し列の数(修飾子項目の数)を
crosstable プレフィックスの 3 番目のパラ
メータとして指定しています。

Salesman Year Jan Feb Mar Apr May Jun

A 2008 45 65 78 12 78 22

A 2009 11 23 22 22 45 85

A 2010 65 56 22 79 12 56

A 2011 45 24 32 78 55 15

A 2012 45 56 35 78 68 82

B 2008 57 77 90 24 90 34

B 2009 23 35 34 34 57 97

B 2010 77 68 34 91 24 68

B 2011 57 36 44 90 67 27

B 2012 57 68 47 90 80 94

ロードスクリプト記述

実行結果

Month

Sales

修飾子項目



Exists
特定の項目値がデータ ロード スクリプトの項目にすでにロードされているかどうかを決定します。

45

• 解説

o 項目値がすでにロード済か TRUE または
FALSEで返します。

o Load ステートメント、またはIFステートメン
トのWhere句で使用できます。

• 使い方

o Exists(“フィールド名”, expr)

o 値を検索する項目の名前。明示的な項目名を
引用符なしで使用できます。

o exprは、存在するかどうか確認したい値。省
略した場合、現在のレコード内に“フィールド
名”の値がすでに存在しているかどうかが確認
されます。

ロードスクリプト記述

実行結果



FieldValue
フィールドの指定位置にある値を返します。

46

• 解説

o フィールドの指定位置にある値を返します。

o 指定される位置は、ロード順の位置となりま
す。

• 使い方

o FieldValue(field, no)

o 最初のパレメータにフィールドを指定し、２
番目のパラメータに項目の位置の番号を指定
します。

o fieldは、文字列値でなければならないため、
単一引用符で囲む必要があります。

ロードスクリプト記述

実行結果



FirstValue
対象となるデータが含まれている数式、またはフィールドの最初にロードされた値を返します。

47

• 解説

o 数式で定義され、group byでソートされたレ
コードから、最初にロードされた値を返しま
す。

• 使い方

o FirstValue(“数式、またはフィールド”)

o この例では、group byによってソートされた
Teamフィールドの最初の値を返します。

ロードスクリプト記述

実行結果



FirstSortedValue
指定したフィールドから、ソート順に対応する値を取得します。

48

• 解説

o valueで指定したフィールドからソート結果に
対応した値を返します。

• 使い方

o FirstSortedValue(“フィールド”, weight, rank)

o weightはソート対象となるデータ。weightが
最小値となるフィールド値が返されます。

o weightにマイナス記号を付けると、weightが
最大となるフィールド値が返されます。

o rankにnを設定すると n番目のソート値を取得
できます。rankは省略可能です。

ロードスクリプト記述

実行結果



Force
項目値を大文字のみ、小文字のみ、常に先頭を大文字化、またはそのまま (混合) として強制的に
解釈します。
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• 解説

o 後続のLOADおよびSELECTステートメントの
項目値を大文字、小文字、先頭を大文字、混
在に設定できます。

• 使い方

o Force Capitization で先頭を大文字にします。

o Force Case Upper ですべて大文字にします。

o Force Case Lower ですべて小文字にします。

o Force Case Mixed で大文字・小文字混在にし
ます。



Group By
データを集計して取り込みたい場合に、集計関数とGroup Byを組み合わせて集計処理をします。

• 解説

o Loadスクリプトに「Goup By グループ化する
項目」を追加することで、その項目でデータ
をグループ化することができます。

o グループ化する項目以外の集計対象となる項
目に対して、Sum, Count, Min, Max, Avgなど
の集計関数を利用して集計を行います。

• 使い方

o Load文の最終行に Group Byを追加します。

o 例では、「従業員ID」と「年月」ごとにグ
ループ化し、「売上実績」と「顧客訪問数」
をSum関数で集計しています。

ロードスクリプト記述

実行結果
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Intervalmatch 
不連続数値を 1 つ以上の数値間隔に一致させるテーブルを作成します。
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• 解説

o ロードされた間隔テーブルとキーを変換して
追加列 (不連続数値データ点) を含むテーブル
を生成します。

o そしてオプションとして 1 つ以上の追加キー
の値を一致させるテーブルを作成できます。

• 使い方

o 間隔をロードするLoadまはたSELECTの前に
配置します。

o IntervalMatch(matchfiled, keyfield) 
Load/Select-statement;

o matchfieldは、不連続の数値が含まれた項目

o keyfield(Option)は、変換で一致させる追加属
性が含まれた項目

o Load/Select-statementには、最初の項目には
各間隔の下限、２つ目の項目には各間隔の上
限を指定します。

ロードスクリプト記述

実行結果



Join
Joinを使うと、２つのテーブルを結合できます。
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• 解説

o Join プレフィックスは、ロード済みのテーブ
ルを名前が付いた既存テーブルとjoinの後に処
理するテーブルを結合します。既存テーブル
の指定が無い場合は、直前に作成されたデー
タ テーブルと結合します。

o Outer Join, Inner Join, Left Join, Right Joinを
指定することができます。指定しない場合は
Outer Joinとみなされます。

• 使い方

o Loadステートメントの先頭にJoinを追加し、
「Join (結合先テーブル名)」で結合先テーブル
名を指定します。

o 例では、結合先のテーブル名を省略し、１つ
前のテーブルと結合しています。

ロードスクリプト記述

実行結果



Joinの補足
Inner, Left, Right, Outer Join
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LastValue
対象となるデータが含まれている数式、またはフィールドの最後にロードされた値を返します。
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• 解説

o 数式で定義され、group byでソートされたレ
コードから、最後にロードされた値を返しま
す。

• 使い方

o LastValue(“数式、またはフィールド”)

o この例では、group byによってソートされた
Teamフィールドの最後の値を返します。

ロードスクリプト記述

実行結果



Map …using
特定のマッピング テーブルの値に、特定の項目値または数式をマップするために使用されます。

55

• 解説

o スクリプトのこの場所からマッピングされる
項目のコンマ区切りリスト。 項目リストに * 
を使用すると、すべての項目が対象となりま
す。

• 使い方

o Map filedlist Using mapname

o filedlistは、マッピングされる項目、
mapnameは、読み取られたマッピングテーブ
ル名。

o この例では、国IDをMap_Countryでマッピン
グされた国名に置き換えています。

ロードスクリプト記述

実行結果



No Concatenate Load
NoConcatenateを利用すると、完全に合致する複数のテーブルの自動連結を回避することができ
ます。

• 使い方

o 自動的に連結させたくないテーブルのLoad文
にNoConcatenateを指定します。

o 例の場合、「売上データ_2020年3月.xlsx」の
テーブルと「売上データ_2020年4月.xlsx」の
テーブルは強制的に別個の内部テーブルとし
て扱います。NoConcatenateが指定されてい
ない場合、２つのテーブルは自動的に連結さ
れます。

• 解説

o 強制連結とは逆に、NoConcatenateをLoad文
の先頭に追加すると、項目名と項目数が完全
に合致する複数のテーブルの自動連結を回避
することができます。

※ Qlik Senseでは、ロードされた複数のファイルの項目名と項目数が完全に合致する場合、これらのテーブルを連結します。（自動連結）

ロードスクリプト記述

実行結果

「売上テーブル3月」と「売上テー
ブル4月」は同じ構造ですが、強制
的に別の内部テーブルとしてロー
ドされます。
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Only
集計データに絞込結果が 1 つしか存在しない場合に値を返します。
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• 解説

o レコードに値が 1 つしか含まれていない場合
はその値を、値が 2 つ以上含まれている場合
は NULL を返します。

o group by 句を使用して複数のレコードを評価
します。Only() 関数は数値およびテキスト値
を返すこともあります。

• 使い方

o Only(expr)

o expr は、メジャーの対象となるデータが含ま
れている数式または項目。

ロードスクリプト記述

実行結果



Order By
取り込まれたデータをOrder Byを利用してソートすることができます。

• 解説

o Order Byは、外部からデータを取り込む際の
Load文では行えず、すでにQlik Senseに取り
込まれたテーブルに対してのみ実行できます。

o ソートを行う場合、昇順には asc, 降順には
descを指定します。(ascは省略可)

• 使い方

o Load文の最終行に Order Byを追加します。

o 例では、「営業活動データ」テーブルから
Resident Loadで全項目を読み込み、「従業員
ID」と「年月」で昇順にソートし、「営業活
動データ_ソート済」テーブルに格納していま
す。

o なお、ソートしたデータを「営業活動デー
タ」に自動連結しないように NoConcatenate
を指定しています。

ロードスクリプト記述

実行結果
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Partial Load
データ モデル内のすべてのテーブルを保持し、[Add]、[Merge]、または [Replace] プレフィック
スが前に付いた [Load] ステートメントと [Select] ステートメントのみを実行します。
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• 解説

o フルリロードは常に既存のデータモデルのすべ
てを削除し、ロードスクリプトを実行しますが、
Partial Loadは、これを行いません。

o [Add],[Marge],[Replace]の付いたロードを実行
します。

o 引数Onlyは、フルリロード中には無視されます。

• 使い方

o Add/Replace/Marge Load <Loadステートメ
ント>

o Add/Replace/Marge only Load <Loadステー
トメント>

o IFステートメントを利用することもできます。

IF Not IsPartialReload() THEN  (A)  ENDIF.

   (A)は、Partial Loadの場合、実行されません。

ロードスクリプト記述

実行結果



Partial Load 実装例
スクリプト例 内容

通常のリロードでは、データは Persons.csv からロードされ、Qlik 
Sense テーブル Tab1 に保存されます。NewPersons.csv をロードする
ステートメントは無視されます。
パーシャル リロードを実行している場合、データは NewPersons.csv 
からロードされ、Qlik Sense テーブル Tab1 に追加されます。

通常のリロードでは、データは File1.csv からロードされ、Qlik Sense 
テーブル Tab1 に保存されます。その際、File2.csv は無視されます。
パーシャル リロードでは、まず Qlik Sense テーブル Tab1 が削除され
ます。次に File2.csv からロードされた新しいデータに置き換えられま
す。その結果、File1.csv のデータはすべて失われます。

パーシャル リロードの際、ユーザ名が「相談者」の年収、総資産、借入
のフィールドを、vSalary, vAssets, vBorrowで Updateします。結果は、
Positionテーブルへ反映されます。
Operationには、Insert, Update, Deleteが指定できます。
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Peek
Peekを利用して、テーブル内の指定行の値を取得することができます。
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• 解説

o すでにロードされている行または内部メモリに
存在する行に対して、テーブルの項目の値を取
得します。

o 最初のレコードは 0, ２番目のレコードは 1とな
ります。 -1 は、読み取られた最後のレコードを
示します。

o 行番号が指定されていない場合は、-1 として処
理されます。

o テーブル名が指定されていない場合は、現在の
テーブルとして処理されます。

o 項目名は、文字列として指定する必要がありま
す。

• 使い方

o Peek ( フィールド名, 行番号, テーブル名)と記
載します。

o 例では、「箱根駅伝」テーブルから10行目の
大学を取得しています。

ロードスクリプト記述

実行結果



Pick
リストの指定位置の数式を取得します。
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• 解説

o リストのn番目の数式を返します。

• 使い方

o Pick(n, expr)

o ｎは 1～Nの間の整数です。

ロードスクリプト記述

実行結果

参考
Pick(Position, Value1, Value2,…)  Positionの位置の値が返る
Match(Value, Position1, Position2, …) Valueのある位置が返る



Previous
Previousを利用して、テーブル内の指定行の値を取得することができます。
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• 解説

o 先行する入力レコードのデータを使用して、
expr数式を算出します。

o 入力されるデータソースから取得されたデータ
を利用するため、Qlik Senseにロードされてい
ない項目を参照することも可能です。

o 内部テーブルの最初のレコードの場合は、NULL 
を返します。

• 使い方

o Previous (expr数式)と記載します。

o 例では、Previous() 関数を Load文で使用する
ことで、Sales の現在の値を先行する値と比較
でき、3 番目の項目 Increase で使用できます。

ロードスクリプト記述

実行結果



Previous vs Peek

Totalは利用不可
Priviousは、先行する入
力レコードのデータを使
用

Totalを利用可
Peekは、読み込んだレ
コードのデータを使用
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Replace
指定された文字列内に含まれる指定されたサブストリングすべてを別のサブストリングで置き換
えた文字列を返します。
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• 解説

o 入力文字列に１回以上現れる文字列を指定し、
入力文字列に現れた文字を指定した文字列に
置き換えます。

• 使い方

o Replace(“入力文字”, “現れる文字列”, “置き換
える文字列”)

ロードスクリプト記述

実行結果



Resident Load
ある変換処理の結果として出力されたデータを入力データとし、そちらに別のデータ変換を行う
といった一連の変換処理を行うことができます。

• 解説

o Load文の出力をインメモリ上のテーブルに保存し、
そのテーブルのデータをResident Loadで読み込ん
で、複数の変換処理を順に実施することができま
す。

o 一時的にメモリに保存されるため、スクリプトの
別の箇所でテーブルを繰り返し呼び出して利用す
る場合に便利な方法です。

o Order by, Crosstable, Join(→後述)などは先行ロー
ドで使用できないため、こちらのResident Loadを
使用する必要があります

• 使い方

o Load文の入力先にResidentでテーブルを指定しま
す。

o 例では、先にロードした「一時テーブル」を「保
守データ」テーブルの入力先として、「President 
一時テーブル; 」と指定しています。

o また、不要となった「一時テーブル」はDrop 
Tableで削除しています。

ロードスクリプト記述

実行結果
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SQL Select
SQL ステートメントを使用すると、任意の SQL コマンドを送信できます。

67

• 解説

o 以下の構文を使用できます。

SQL SELECT * from tab1;

o SELECT ステートメントには、この構文が推
奨されます (一貫性のため)。ただし、SQL プ
レフィックスは SELECT ステートメントでは
オプションです。

• 使い方

o SQL sql_command

o sql_commandには、有効なSQL コマンドを指
定します。

o この例では、データ接続で指定したSnowflake
のデータウェアハウス内のcustomerデータ
ベースに接続しています。

ロードスクリプト記述

実行結果



Where
Where句を使って条件を指定して、ソースデータから取り込むデータの絞り込みを行うことがで
きます。
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• 解説

o Where句に、データ絞り込みの条件を指定し
てデータをロードします。

o Where句では、次の演算子や関数が利用可能
です。

=, >, >=, <, <=, AND, OR, Match(), 
MixMatch(), WildMatch() 

o すでに取り込まれているデータに合致する
データに絞り混む場合には、Exist()を利用し
ます。

ロードスクリプト記述

実行結果



Wildmatch
ワイルドカード(*,?)を使用してパラメータの比較を行います。ワイルドカードを使わずに比較す
る場合には、match, mixmatchを使用します。
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• 解説

o 最初のパラメータとそれに続くすべてのパラ
メータを比較し、一致した場合には、一致し
た数式の番号を返します。

o 一致しない場合には 0を返します。

o *は、任意の文字列、?は、任意の１文字と一
致します。

• 使い方

o wildmatch( str, ex1, ex2, …)

o strは、比較元の文字列、以降は比較する文字
列。

ロードスクリプト記述

実行結果



その他の便利なスクリプト

70
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Auto Calendar
データマネージャを利用して日付データを取り込むと、自動生成セクションにautoCalendarが生
成されます。

• 日付から年や月、四半期などを取得
• 年>月などのドリルダウンが可能
• autoCalendarを編集してカレンダーをカスタマイズ可能

「データマネージャー」でデータ
が追加された場合には、それに対
応するスクリプトが自動的に
自動生成セクション」に生成され
ます。



Binary Load
他のアプリからデータモデルを取り込むことができます。
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• 解説

o 別の Qlik Sense アプリや QlikView ドキュメ
ントからデータをロードする際に使用します。

o シート、ストーリー、ビジュアライゼーショ
ン、マスター アイテム、変数といった、アプ
リのその他の要素は含まれません。

o スクリプト内では、１つのバイナリ文しか使
用できず、スクリプトの最初の文である必要
があります。（SET文よりも前である必要があ
ります）

• 使い方

o binary [path] filename 構文をスクリプトの先
頭に記載します。

o 例では、Qsdemo_selfservice.dvfのデータを取
り込んでいます。

ロードスクリプト記述

この例では、Google Drive のルートフォルダに格納された
Qsdemo_selfservice.qvf ファイルをバイナリーロードしていま
す。

Qsdemo_selfservice.qvfのデータモデルが取り込まれますが、
シート、ストーリー、ビジュアライゼーション、マスター アイ
テム、変数といった、アプリのその他の要素は含まれません。



For Loop
For .. next制御ステートメントでカウンタ付きの反復スクリプトを実行できます。

• 解説

o for と next で囲まれたループ内のステートメ
ントは、カウンタ変数の初期値と最終値で指
定された回数分実行されます。

• 使い方

o For counter = expr1 to expr2 [ステートメント
] next

o 例では、ファイル名が「売上実績-2021年1
月」から「売上実績-2021年3月」までのファ
イルをロードしています。

o データのロードと合わせて、取り込んだファ
イル名をフィールドに追加しています。

ロードスクリプト記述

実行結果
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Hide プレフィクス
項目リストに項目名を表示させたくない場合、HidePrefixを利用します。
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• 解説

o このテキスト文字列で始まる項目名はすべて、
システム項目と同様に非表示になります。

• 使い方

o set HidePrefix='_' ;

o このステートメントを使用すると、システム
項目が非表示の場合、アンダースコア (_) から
始まる項目名が項目名リストに表示されませ
ん。

ロードスクリプト記述

実行結果



Include
テキストが格納されたファイルを、スクリプト内でインクルードして利用することができます。
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• 解説

o Include変数は、スクリプトコードとして評価
する必要があるテキストが格納された外部
ファイルを指定します。指定した外部ファイ
ル内のテキストはロードスクリプトとして評
価されます。

o スクリプトを外部ファイル化することで、複
数のアプリで再利用することが可能となりま
す。

• 使い方

o $(Include=filename) と記載します。filename
には、テキストが格納されたファイル名を指
定します。ファイルが見つからない場合、何
もしません。

o $(Must_Include=filename) とした場合、ファ
イルが見つからなかった場合にエラーを生成
します。

ロードスクリプト記述



Load Inline
Load...Inlineを使用してインラインテーブルを作成できます。

• 解説
o 検証目的などのためにテーブル形式のデータを

直接入力してデータを作成します。

o 少ない件数のデータを手早く入力してテーブル
を作成してチャートを試しに作ってみるといっ
た場合に便利な方法です。

• 使い方
o スクリプトエディタで「Load * Inline [ ] 」と記述

し、[ ]の中に作成するデータを入力します。

o []内の1行目に項目名、2行目以降に実際のデータ
をカンマ区切りで入力します。

o 例では、「国, 売上, 売上原価」が項目名、それ以
下の「US, 100, 50...」がデータの行にあたります。

ロードスクリプト記述

実行結果
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QVD/CSV ファイル保存
Qlik Sense内部に取り込んだデータをQVDやCSV形式のファイルに保存できます。

79

• 解説

o QVDファイル(次頁参照)やCSV形式のファイル
へテーブルデータを保存できます。

o テーブルの指定した列のみをエクスポートす
ることも可能です。

例) Store 列1, 列2 from テーブル名 Into 
[lib://データ接続名/ファイル名];

• 使い方

o Store関数を利用し、保存先は、[lib://データ
接続名/ファイル名] の形式で入力します。

o 例では、[lib://DataFile]のデータ接続のフォ
ルダに「契約データ.qvd」というファイル名で
保存します。

o CSVで保存する場合は、拡張子を .csvとして、
Store文の末尾に (txt)を付加します。

ロードスクリプト記述
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QVDとは
QVD (QlikView Data)ファイルは、Qlik Senseが内部的に保持するデータ形式のままエクスポート
されたテーブルデータです。

前出の方法でQVDファイルにデータを保存しそれを複数のアプリから参照することで、DBなどの
データソースへ繰り返しアクセスすることなく効率よくデータを利用できます。

QVDの特徴
• データが圧縮されておりサイズが小さい
• Qlik Senseから高速に読み込み、書き込み可能
• 複数のアプリで、共通化されたQVDファイルの再利用が可能
• 1 つのデータ テーブルを保持し、ヘッダー、シンボルテーブル、データ

テーブルで構成される



Qualify / Unqualify
自動的な紐付けや連結の無効化／有効化を指定することができます。
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• 解説

o Qualifyを利用すると、テーブル名を項目名に
自動的に付加し、同じ項目名のキーとして自
動的に紐付けられることを回避することがで
きます。

o 例えば複数のテーブルにキーとして紐付けた
くない同名の項目が多く存在するような場合
には、このような処理が必要になります。

• 使い方

o Load文の先頭に「Qualify」を付加します。

o 例では、「年月」、「部門」、「金額」の項
目を共通で持つため、「Qualify *;」を追加し、
すべての項目を対象にテーブル名を自動的に
付加しています。

o 最後尾に「Unqualify *;」を追加して、Qualify
の設定を無効化しています。

ロードスクリプト記述

実行結果



Trace
任意の文字列を出力させることができます。
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• 解説

o ロードスクリプトの進捗ウィンドウとスクリ
プトのログファイルにデバッグ用のメッセー
ジを出力させることができます。

• 使い方

o Trace string

o stringに出力させたいメッセージを記載します。

o この例では、’Trace Testing Start’と’xxxx 
rows in Main Table’が進捗ウィンドウやリ
ロードログに出力されます。

ロードスクリプト記述

実行結果

データロードエディタ
のデータロード

アプリのリロード
（詳細⇒ロードの履歴)



スクリプトのTips
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CreateSearchIndexOnReload
データのリロードの間に検索インデックス ファイルが作成されるかどうかを定義します。

例１：データのリロードの間に、検索インデックス項目を作成します。

 Set CreateSearchIndexOnReload = 1;

例２：最初の検索リクエストの後で、検索インデックス項目を作成します。

 Set CreateSearchIndexOnReload = 0;

※ データのリロードの間に検索インデックス ファイルを作成する利点は、ユーザーによる最初の
検索リクエストの待ち時間を回避できることです。これは、検索インデックスの作成によりデータ
のリロード時間が長くなるという点を考慮する必要があります。



ErrorMode
スクリプトの実行中にエラーが発生したときに、Qlik Sense によって実行されるアクションを定
義します。

• Set ErrorMode = 1;
✓ デフォルト設定。スクリプトの実行が中止され、ユーザーのアクションが要求されます。

（バッチモード以外）

• Set ErrorMode = 0;
✓ Qlik Sense は、エラーを無視し、スクリプトの次のステートメントから、スクリプトの実

行を継続します。

• Set ErrorMode = 2;
✓ Qlik Sense は、エラーの発生直後に “Execution of script failed…”(スクリプトの実行失敗)

と言う
 エラーメッセージを表示します。 ユーザーに要求されるアクションはありません。
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Incremental Load (増分ロード)
継続的に更新されるデータソースから大量のデータがアプリに取り込まれる場合、データセット
全体をリロードするのではなく、新しいレコードまたは変更されたレコードのみをロードするこ
とができます。

• 増分ロードのパターン

• 追加のみ（通常はログファイルに使用）

• 挿入のみ（更新または削除なし）

• 挿入および更新（削除なし）

• 挿入、更新、および削除

• 基本手順

1. データソースから新規または更新されたデー
タをロード

2. QVDファイルから、アプリですでに利用可能
なデータをロード

3. 新しいQVDファイルを作成 （これが、次回増
分ロードで使用するファイルとなります）

4. ロードされるテーブルごとに手順を繰り返す

ロードスクリプト記述

※ ソース データベースの構造や操作モードによっては、よ
り複雑なソリューションが必要な場合もあります。

（例）
• 例では、「挿入のみ(更新または削除なし）」を想定しています。
• QVDファイルからIDの最大値を取得します。
• データソースに ID最大値よりも大きなIDがあった場合にはデー

タをロードします。
• 新しいデータセットをQVDへ出力します。
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Load Inline – Custom Sort Order
ロード順でソートしたい場合に Inlineを利用することができます。

自動ソート

アルファベット順で
ソート

ロード順でソート

この例の場合、GDP
順でソートされるこ
とになります。
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ScriptError
最後に実行されたスクリプト ステートメントのエラー コードを返します。

この変数は、各スクリプト ステートメントが正常に実行されるたびに、0 にリセットされます。エラーが発生すると、
変数は内部 Qlik Sense エラー コードに設定されます。エラー コードは、数値とテキスト値のデュアル値です。以下
のようなエラー コードがあります。

エラーコード 説明

0 エラーなし

1 一般エラー

2 構文エラー

3 一般的な ODBCエラー

4 一般的な OLE DBエラー

5 一般的なカスタムデータベースエラー

6 一般的な XMLエラー

7 一般的な HTMLエラー

8 ファイルが見つかりません

9 データベースが見つかりません

10 テーブルが見つかりません

11 項目が見つかりません

12 ファイル形式が正しくありません

13 BIFFエラー

14 暗号化された BIFFエラー

15 サポートされていないバージョンの BIFFエラー

16 セマンティックエラー

記述例

エラー内容



SQL Select の記載パターン
下記パターンは、すべて有効です。
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バケット(フォルダ)内の複数ファイルの一括ロード

• Amazon S3 Connector はワイルドカードに対応しないため、特定バケットから複数ファイルを

取得したい場合には、For each文で取得できます。

• Filelistの引数にS3接続の定義を渡せるため、これによってバケット内のファイルリストを取得し

ます。

• リストからIF+WildMatch関数で指定した条件(ここにワイルドカード＊を使用)のファイル名の

データを取得します。



Section Access
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Section Access とは
データセキュリティの管理

Section Accessは、アプリケーションのセキュリティを制御するために使用さ
れます。セキュリティテーブルを設定して、誰がどのフィールドを表示するか
を定義し、ユーザーがアプリケーションを開いた際に、権限で抑制されたデー
タを非表示とすることができます。

目的

• ユーザー毎に、行レベルのアクセス制御を行いたい

• ユーザー毎に、列レベルのアクセス制御を行いたい

• ユーザー毎に、アプリへのアクセス制御を行いたい



ロードスクリプトの記述方法

Section Access;

Section Application;

Section Accessテーブル
(セキュリティのテーブル)を

定義するスクリプト

アプリのデータロードを
定義するスクリプト

ID Sales 
Person

Department Sales 
Email

Sales 
Target

Sales 
Manager

REDUCTION

Sales Email RATING

ACCESS USER REDUCTION OMIT

※ ここに記載
したフィールド
値の行のみ表示

できます。

※ ここに記載した
フィールド値は表示

できません。

※ 同一名称
例えば、どちらも
Departmentとす
ることが可能

ACCESS
対応するユーザーに与えられるアクセス権を定義します。
ADMIN(アプリ内のすべてのデータにアクセス可能）、またはUSER(セ
キュリティテーブルで指定されたデータのみアクセス可能）を設定します。

USER
Qlik Sense ユーザーに対応する「USERID」を指定します。

OMIT
ユーザもしくはグループに対して利用不可とする列名を指定します。
ワイルドカードを使用することができます。空にすることもできます。
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行レベルのアクセス制御
REDUCTIONに設定されたフィールドに関連づけられた行のみ表示

ID Sales 
Person

Department Sales Email Sales Target Sales Manager REDUCTION

1 小林 第一営業部 qlikuser74@xxx 100 高瀬 第一営業部

2 大田 第一営業部 qlikuser84@xxx 200 高瀬 第一営業部

3 柳 第二営業部 usera.qlik@xxx 150 平野 第二営業部

4 安西 第二営業部 userb.qlik@xxx 150 平野 第二営業部

ID Sales 
Person

Department Sales Email Sales Target Sales 
Manager

REDUCTION

1 小林 第一営業部 qlikuser74@xxx 100 高瀬 第一営業部

2 大田 第一営業部 qlikuser84@xxx 200 高瀬 第一営業部

ID Sales 
Person

Department Sales Email Sales Target Sales Manager REDUCTIO
N

3 柳 第二営業部 usera.qlik@xxx 150 平野 第二営業部

4 安西 第二営業部 userb.qlik@xxx 150 平野 第二営業部

ADMINが設定されているため、すべての項目が表示されます。

REDUCTIONに「第一営業部」が設定されているため、第一営業部の行のみ表示されます。

REDUCTIONに「第ニ営業部」が設定されているため、第ニ営業部の行のみ表示されます。
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列レベルのアクセス制御
OMITに設定されたフィールドを非表示

ID Sales 
Person

Department Sales Email Sales Target Sales 
Manager

Rating

1 小林 第一営業部 qlikuser74@xxx 100 高瀬 5

2 大田 第一営業部 qlikuser84@xxx 200 高瀬 4

3 柳 第二営業部 usera.qlik@xxx 150 平野 3

4 安西 第二営業部 userb.qlik@xxx 150 平野 4

ID Sales 
Person

Department Sales Email Sales Target Sales 
Manager

Rating

1 小林 第一営業部 qlikuser74@xxx 100 高瀬 5

2 大田 第一営業部 qlikuser84@xxx 200 高瀬 4

ID Sales 
Person

Department Sales Email Sales Target Sales 
Manager

Rating

3 柳 第二営業部 usera.qlik@xxx 150 平野

4 安西 第二営業部 userb.qlik@xxx 150 平野

ADMINが設定されているため、すべての項目が表示されます。

REDUCTIONに「第一営業部」が設定されていて、OMITに何も設定されていないので、第一営業
部のすべて列が表示されます。

REDUCTIONに「第ニ営業部」が設定されていて、OMITに「Rating」が設定されているので、第
ニ営業部のRatingを除いた列のみ表示されます。
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アプリへのアクセス制御
リストされたユーザーのみアクセス可能

USER.EMAILにリストされていないユーザは、
アプリを開くことができません。

例えば、下記ユーザがアプリを開こうとする
とエラーが発生します。
 usera.qlik@gmail.com
 userb.qlik@gmail.com

Section Accessに登録されたユーザはアプリを開くことがで
きます。
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３日目のまとめ
３日目に学習した内容

• データロードエディタの使い方

• ファイルやDBMSからデータをロードする方法

• ロードスクリプトの基本

• ロードスクリプトによる高度なデータ変換

• 便利なスクリプトの使用方法とTips

• Section Access の利用方法

ロードスクリプトの使い方と頻出構文を学習しました。

複雑なデータ変換も、Qlik Sense のみでデータ準備からモデル作成まで行うことができます。
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Q&A
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ご質問と回答一覧 (1/2)

No. ご質問 回答

1 「スクリプト」アプリは、複数のアプリから取り込めるとの事ですが
1. 共通処理を「スクリプト」アプリに実装して、視覚化用のアプリでそれ
を取り込み、個別処理（スクリプト）をそれぞれの視覚化用のアプリの中
に追加で組むといった事も可能でしょうか
2. 「スクリプト」アプリを、別の「スクリプト」アプリから取り込むこと
も可能でしょうか

スクリプトは視覚化用のアプリで使用することはできません。データを直接
準備するための機能で、QVDやCSVを作成するために使用します。
共通処理のためのスクリプトを複数アプリで使用したい場合はQVSファイル
をご利用ください。https://help.qlik.com/ja-JP/cloud-
services/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/LoadData/QVS/create-
common-scripting-qvs.htm

2 【CROSS TABLE】
Monthはなぜ正しく認識されますか？ 左軸が2列なので、3列目以降の一行
目がMonthとして認識されるということでしょうか？

Crosstable(Month, Sales,2)の場合、最初の２項目はキーで、その次が属性
となり行見出しが値として使用されるので、Monthの値が使用されます。

3 Partial Load部分はスケジュールでリロード組むことはできないですか？ はい可能です。スケジュールを設定するときに、[部分的なリロード] をオ
ンにして設定してください。

4 inlineで取り込むデータを見ると、カンマ(,)と縦棒(|)の両ケースがあるよう
に見受けられます。
使い分けはありますか？或いはどちらを使っても問題ないですか？

区切り文字をカンマから変更する場合はDelimiter isで指定します。下記を
ご参照ください。
https://help.qlik.com/ja-
JP/sense/November2024/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Scripti
ng/inline-loads-qs.htm#anchor-6

5 本日を含む3日間のトレーニングの録画は「マーケティングサイト」に公開
予定とのことですが、可能であればURLをご教示いただけますでしょうか。

まだ準備中ですので公開できましたらご連絡させていただきます。

https://help.qlik.com/ja-JP/cloud-services/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/LoadData/QVS/create-common-scripting-qvs.htm
https://help.qlik.com/ja-JP/cloud-services/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/LoadData/QVS/create-common-scripting-qvs.htm
https://help.qlik.com/ja-JP/cloud-services/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/LoadData/QVS/create-common-scripting-qvs.htm
https://help.qlik.com/ja-JP/sense/November2024/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Scripting/inline-loads-qs.htm#anchor-6
https://help.qlik.com/ja-JP/sense/November2024/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Scripting/inline-loads-qs.htm#anchor-6
https://help.qlik.com/ja-JP/sense/November2024/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Scripting/inline-loads-qs.htm#anchor-6
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ご質問と回答一覧 (2/2)

No. ご質問 回答

6 SectionAccessについて、例ではインラインロードで定義してますが、例え
ばユーザー情報とリダクションとする項目のデータを持っているExcelを
データソースとしてSection Accessテーブルを作るようにすれば、スクリ
プトをいじることなくExcelの編集でアクセス権制御ができるようになる、
という理解で合ってますか？

はい、ご認識の通りです。インラインロードである必要はありません。

7 ロードスクリプトにおいて、あらかじめ用意された関数ではなく、独自関
数を作成、利用することは可能でしょうか？

独自の関数を利用することはできません。あらかじめ用意された関数をご利
用いただく必要があります。

8 スクリプトは、次第に複雑化してしまいそうです。
一方で、「スクリプト」アプリや Include、QVSファイル、QVDファイル等、
使い分ければ便利そうな機能も沢山ありそうに感じました。
作り方のプラクティスや、使い分けなど解説があればありがたいのですが、
そういったものはございますでしょうか。

弊社の実施している Webセミナー Qlik TECH TALKやQlik Tipsのアーカイ
ブをご利用ください。YoutubeとSlideshareにあります。

https://www.youtube.com/user/QTJMarketing

https://www.youtube.com/user/QTJMarketing


その他の情報
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更なる学習のために
過去のWebセミナーの情報

Section Access
https://youtu.be/01nyfJs6naQ

リンクテーブル
https://youtu.be/LBm8adQpBT4

Qlik Data Gateway – Direct Access
https://youtu.be/xUjsXnwWhRg

AutoCalendar
https://youtu.be/ouYhoYsxHd8

https://youtu.be/01nyfJs6naQ
https://youtu.be/LBm8adQpBT4
https://youtu.be/xUjsXnwWhRg
https://youtu.be/ouYhoYsxHd8
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Qlik Tips プレイリスト
Qlik使用のちょっとした技術やコツを短い動画でご紹介しています。

https://www.youtube.com/playlist?list=PLTGfcjhh8Hh5a6vjjOlBa7mAtL2H0hw7K

https://www.youtube.com/playlist?list=PLTGfcjhh8Hh5a6vjjOlBa7mAtL2H0hw7K


Appendix



Link Tableと循環参照
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Link Table 
• 集計の対象となるファクトテーブルが複数存在する（マルチファク

ト）場合、リンクテーブルを使用します

予算では 「年月」「支店」「製品カテゴリ」でデータを持っているが
実績では「年月」「営業担当」「顧客」「製品」でデータを持っている。

Link Table は、複数のファクトテーブルを紐付けるすべてのキー項目を格納し
たテーブル。

複数のファクトテーブ
ルから一意な共通項目
の値を抽出してLink 
Table を作成

複数のファクトテーブル

共通項目としてLink 
Tableに紐付くマスタ
テーブルと、個別に特
定のファクトテーブル
に紐付くマスタテーブ
ル間でキーの紐付きが
なされないようにする
（循環参照の回避）
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Link Tableの利用 (1/3)
予算と実績を組み合わせて分析を行うなど、集計の対象となるファクトテーブルが複数存在す
るデータモデルを一般的に「マルチファクト」と呼びます。実際のケースではデータモデルが
複雑となってしまい分析が難しくなるケースがあります。

予算では 「年月」「支店」「製品カテゴ
リ」でデータを持っているが、実績では「年
月」「営業担当」「顧客」「製品」でデータ
を持っている。

さらに予算、実績、速報、見込み等といった
形でファクトテーブルの数が増えたり、マス
タテーブルが多くなったりするとデータモデ
ルが複雑となり、なかなか求める形のものが
作成できないケースも起こります。

複数のファクトテーブル

LinkTable(before).txt
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2

Link Tableの利用 (2/3)
「マルチファクト」の場合の対処方法としてLink Table を利用します。

Link Table は、複数のファクトテーブルを紐付けるすべてのキー項目を格納し
たテーブル。

複数のファクトテーブ
ルから一意な共通項目
の値を抽出してLink 
Table を作成

共通項目としてLink 
Tableに紐付くマスタ
テーブルと、個別に特
定のファクトテーブル
に紐付くマスタテーブ
ル間でキーの紐付きが
なされないようにする
（循環参照の回避）

Link Table は複数のファクトテーブルを紐付
ける全てのキー項目を格納したテーブルで、
このLink Tableを中心としてファクトテーブル
とディメンションテーブル(マスタテーブル)を
紐付ける役割を担います。

LinkTable(after).txt
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Link Tableの利用 (3/3)
Link Tableの作成ステップ

ステップ 詳細 スクリプトファイル

共通の項目を含んだ複数のファクトテーブル
をロード

• データの粒度が異なる場合にはその粒度も合わせます。先ほどの例では「予算
データ」は「製品カテゴリID」、「実績データ」は「製品ID」とそれぞれ異なる階層
の項目で集計されていたため、ここではより上位階層の「製品カテゴリID」に粒度
を揃えます。

• 複数ファクトテーブル間を紐付ける共通のキー項目を複合キーとして一つの項目
に纏めます。

予算データ.txt
Mapping.txt
実績データ.txt

複数のファクトテーブルから一意な共通項
目の値を抽出してLink Tableを作成

• 共通項目を1つの項目に纏めて作成した複合キー（ここでの例では「Key」の項
目)とします。

• 全ての共通の項目（ここでの例では「年月」「支店ID」「製品カテゴリID」）を
格納します。

LinkTable.txt

ディメンションテーブル(マスタデータ)をロード • 「支店マスタ」、「製品マスタ」、「製品カテゴリマスタ」、「顧客マスタ」をロードしま
す。

• 循環参照を回避するため、「製品マスタ」から「製品カテゴリID」を削除します。

各マスタ.txt

複合キーへのAutoNumberの追加 • 「年月」、「支店ID」、「製品カテゴリID」の３つの項目をまとめて、「Key」という
名称の項目を作成します。

Link Table の利用については、Qlik Japan 公認ブログに記載されています。
https://www.qlikspace.net/%E8%A4%87%E6%95%B0%E3%81%AE%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%86%E3%83%
BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%81%AE%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%AF-link-table/

https://www.qlikspace.net/%E8%A4%87%E6%95%B0%E3%81%AE%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%81%AE%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%AF-link-table/
https://www.qlikspace.net/%E8%A4%87%E6%95%B0%E3%81%AE%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%81%AE%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%AF-link-table/
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<サンプルスクリプト> LinkTable(before).txt
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<サンプルスクリプト> LinkTable(after).txt



Circular References （循環参照）
Qlik Senseではデータをロードする際、複数のテーブル間に存在する同名の項目
をキーとして、自動的にテーブルを関連付けます。しかし、データモデルに問題
がある場合、「循環参照」と呼ばれる警告が表示されることがあります。

テーブル間の関連付けがループしている状態となります。

データモデルの関連付けがループすると正し
く処理されないため、循環参照が発生した場
合には、データモデルを修正する必要があり
ます。
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QVDの活用
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QVDを活用したデータアーキテクチャ
• QVDを活用することで複数ステップに分けてデータ変換、QVDへの保存、分析での利用を行うこと

ができます。
• より最適な運用を行うために適切なアーキテクチャーを選択することが推奨されます。

QVD

ステージ1 ステージ2 ステージ3 ステージ4

QVDジェネレーター

QVDジェネレーター

QVDジェネレーター

ベースQVD

集計済みQVD

QVDジェネレーター

ベースQVD

QlikMart

アプリケーション(QVF) アプリケーション(QVF) アプリケーション(QVF) アプリケーション(QVF)

QVD

QVD

QVD

QVD
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データアーキテクチャー(1)

① ステージ１アーキテクチャー

アプリケーション(QVF)

ソース層

プレゼンテーション層

DBなどのデータソース
• プレゼンテーション層のアプリケーションがデータソース

に対する接続情報を保持し、データロード及び集計処理を
実施

• 以下の理由により、開発・運用の効率が一般的に劣る：

✓ データソースに対して複数アプリから同様なクエリが発
行され、余計な負荷が発生するケースが生じる

✓ 同様なクエリや変換処理が複数のアプリケーションのス
クリプトで実装される

• 最もシンプルな構成のアーキテクチャーだが、エンタープ
ライズ環境での実装には一般的に推奨されない

エンドユーザーにダッシュボー
ド画面を提供するアプリケー
ション



120

データアーキテクチャー(2)

② ステージ2アーキテクチャー

• 第2階層にQVDファイルを利用

• プレゼンテーション層のアプリケーションは複数の
QVDファイルからデータモデルを作成

• プレゼンテーション層の開発者が直接データソース
にアクセスすることは不要で、共通化されたQVD
ファイルの再利用が可能

• プレゼンテーション層でのデータモデリングやスク
リプティングが必要となるが、データソースへのク
エリに関する知識は不要

• IT担当とビジネスユーザーの役割分割が可能

QVD

QVDジェネレーター

アプリケーション(QVF)

ソース層

プレゼンテーション層

抽出層

ＱＶＤ層

DBなどのデータソース

エンドユーザーにダッシュボード画面
を提供するアプリケーション

ソース層のデータソースからデータを抽
出しQVDファイルを作成

抽出層での処理により生成されたQVDで、
プレゼンテーション層のアプリケーションは
これらのQVDのデータを取り込んで作成
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データアーキテクチャー(3)

③ ステージ3アーキテクチャー

• 2層目と3層目にQVDを配置：

✓ 2層目のQVDはソースシステム上の正規化された
DBテーブル、もしくは非正規化されたDBビュー
のレプリカ

✓ 3層目のQVDは集計、非正規化、データ分割など
の処理済みのデータ

• 変換処・集計処理をプレゼンテーション層から切り
離し、QVDの再利用性をさらに向上

• プレゼンテーション層から変換・集計・パフォーマ
ンス最適化済みデータを利用可能で、より高い再利
用性を実現

• IT担当とビジネスユーザーの役割分割が可能

QVDジェネレーター

QVDジェネレーター

ベースQVD

変換済みQVD

アプリケーション(QVF)

ソース層

プレゼンテーション層

抽出層

ベースQVD層

変換層

変換済みQVD層

DBなどのデータソース

エンドユーザーにダッシュボード画面
を提供するアプリケーション

ソース層のデータソースからデータを抽
出しQVDファイルを作成

抽出層での処理により生成されたQVD

集計、非正規化、データ分割などの変換
処理を実施

集計などの変換処理済みのQVD
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データアーキテクチャー(4)

④ ステージ4アーキテクチャー

• QlikMartのアプリケーションを含むアーキテク
チャー。(QlikMartはユーザーインターフェースは含
まない、完成されたデータモデルを含むアプリケー
ション)

• プレゼンテーション層のアプリケーションから
QlikMartをbinary loadで取り込み、データモデルを
再利用 （binary loadは後述）

• セルフサービスBIを実現するには最適なアーキテク
チャー。ダッシュボード間で利用されるデータモデ
ルの一貫性、ダッシュボードのパフォーマンスがIT
担当によってより厳密に管理が可能

• IT担当とビジネスユーザーの役割分割が可能（プレ
ゼンテーション層では最低限のデータロードのみの
知識が必要）

ソース層

プレゼンテーション層

抽出層

ＱＶＤ層

QlikMart層

DBなどのデータソース

エンドユーザーにダッシュボード画面
を提供するアプリケーション

ソース層のデータソースからデータを抽
出しQVDファイルを作成

抽出層での処理により生成されたQVD

プレゼンテーション層のアプリケーションに
Binary Loadされる、基となるデータモデルを
保持したアプリケーション

QVDジェネレーター

ベースQVD

QlikMart

アプリケーション(QVF)

※ Qlik Sense SaaS版では、上記タスクチェーンを実装することはできません。



Thank You
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